
 
  

   
   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

          

   

 

     

     

 

 

 

  

 

   

 

      
  

 

                  

～ 安全は あなたの心の ゆとりから ～ 兵交協だより 

平 成 3 0 年 1 １ 月 １  日 
浜長保険センター  第  24  号 
電  話  ０７９－２４６－２５６１ 
ＦＡＸ ０７９－２４６－２５７１ 

浜長保険センター安全だより(11 月) 

例年にない酷暑続きの夏から徐々に秋も深まり、紅葉の季節を迎えまし

た。めっきり肌寒くなりましたが皆様には、お元気でお過ごしのことと思いま

す。  ※書写山もみじまつり(11 月 17 日) 

問３ Ｂ、Ｃの責任はどうなるのか？ 

問１ Ａ、Ｂ、Ｃは、それぞれどのような責任が問われるのか？ 

 この事例の場合、Ｂの負傷は、Ａが追突した際の衝撃か、Ｃの追突による

衝撃かによって、その責任が異なります。Ｂの負傷はＡによる衝撃、Ａの負

傷はＣによる衝撃とした場合、 

  Ａ過失運転傷害罪   Ｃ過失運転傷害罪   Ｂ被害者 

 以上のとおり、Ｂの負傷は誰の衝撃により負傷したのか、それによってＡかＣか、それともＡ・Ｃ双方が過失運

転傷害罪の責任が問われることになります。 

問２ Ｂに負傷させたのは、誰か？ 

 関係者の自動車損害状況、スリップ痕、衝突による落下物などに加え、Ｂが負傷する衝撃を受けたのは、Ａか

Ｃか、又はＡ、Ｃの双方かについて、Ｂから聴取することになる。 

 もう少し、掘り下げるとＡの衝撃は緩く、負傷に結びつかなかった。ＣがＡに追突した衝撃により、負傷した場合、 

    Ａ～物損事故の当事者   Ｂ～被害者   Ｃ～過失運転傷害罪となる。 

 これに対し、Ａの衝撃によりＢが負傷し、ＣがＡに追突し、Ａが押し出されたが衝撃は緩く、Ｂの負傷に影響なか

った場合、    Ａ～過失運転傷害罪  Ｃ～物損事故の当事者  Ｂ～被害者 

しかし、Ｂの負傷がＡの追突衝撃とＣによるＡの追突衝撃の双方が影響した場合は、ＢはＡ、Ｃの双方から負

傷させられたことになります。 

Ａは普通自動車を運転し、一般道を走行中、渋滞のため停車したＢが運転する普通乗用

車に気付くのが遅れ(わき見)、追突した。その直後、Ａ車は後方から来たＣが運転する４ト

ントラックに追突され、その衝撃により再び、Ａ車はＢ車に追突した。 

Ａ、Ｂとも病院の診断結果、「頸椎捻挫」により加療約２週間でした。 

Ａ Ｂ Ｃ 

負傷２週間 負傷２週間 

問４ Ｃの追突により、Ａ、Ｂ二人に２週間の負傷をさせた場合、Ｃは免許停止になるのか？ 

 人身事故を起こせば、基礎点数(事故原因となった交通違反の点数)＋付加点数(負傷程度・過失の軽重) 

 の合計点。事例では、基礎点数(わき見：安全運転義務違反２点)＋負傷 15 日未満(３点)＝５点 

※ 前歴なし～６～８点は３０日停止、事例では、人身事故の合計が５点となるため、停止になりません。 

わき見は不注意の程度が１００％、３点です。負傷程度は、15 日未満は３点、15 日以上６点となります。

また負傷者が二人以上の場合、負傷日数を合算せず、最も重い１人の負傷程度を捉え、不注意の程度

を勘案し、付加点数とします。事例の場合、２人負傷２週間ですが、付加点数の基準は２週間です。    


